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格
差
が
拡
が
っ
て
い
る

国
の
制
度
の
範
囲
内
で
対
応

格
差
が
拡
が
っ
て
い
る

国
の
制
度
の
範
囲
内
で
対
応

貧
困
と
格
差
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農
業
問
題

エ
コ
ス
ラ
グ�

　
　
セ
ン
タ
ー
問
題

同
和
問
題

幅
田
　
大
企
業
と
金
持
だ
け

が
う
る
お
い
国
民
に
は
増
税

と
社
会
保
障
切
り
下
げ
で
、

都
市
と
農
村
、
富
め
る
者
と

貧
し
い
者
、
貧
困
と
格
差
が

広
が
っ
て
い
る
。
農
業
も
中

小
企
業
も
赤
字
、
所
得
は
増

え
な
い
の
に
、
又
六
月
に
は

七
十
八
％
の
人
の
住
民
税
が

上
る
。
町
民
生
活
実
態
を
ど

う
把
握
さ
れ
、
そ
の
対
応
を

ど
う
さ
れ
る
の
か
。

①
県
下
二
番
目
に
高
い
介
護

保
険
料
、
改
悪
介
護
保
険
で

食
費
、
部
屋
代
が
年
間
四
十

万
円
増
加
す
る
。
減
免
が
必

要
。

②
国
保
税
が
払
え
な
い
人
か

ら
保
険
証
取
り
上
げ
や
、
短

期
保
険
証
に
は
。
基
金
を
取

り
崩
し
、
保
険
税
引
き
下
げ

を
。

③
水
道
、
下
水
道
は
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
る
か
ら
、
負
担

金
、
料
金
減
免
が
必
要
。

④
就
学
援
助
制
度
の
周
知
徹

底
を
。

⑤
障
害
者
の
医
療
費
助
成
を

守
り
、
利
用
料
減
免
を
。

⑥
住
民
税
増
税
で
非
課
税
か

ら
課
税
世
帯
に
な
っ
た
家
庭
、

母
子
、
父
子
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
に
福
祉
基
金
を
拡
充

し
、
町
単
独
減
免
で
救
う
こ

と
が
必
要
だ
が
。

町
長
　
国
の
制
度
の
範
囲
内

で
実
施
す
る
。
町
独
自
減
免

の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
長
　
就
学
援
助
は
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
が
該
当
す

る
。

幅
田
　
三
年
前
三
八
億
円
か

け
建
設
さ
れ
た
後
、
(株)
ユ
ニ

チ
カ
に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

改
築
、
改
修
に
十
年
間
に
新

た
に
二
十
億
円
と
の
予
想
だ

が
、
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ

る
か
。

　
共
産
党
は
当
初
か
ら
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
削
減
根
拠
、
住
民

説
明
不
十
分
。
塩
ビ
等
焼
却

せ
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
分
別
、

ゴ
ミ
減
量
化
を
住
民
参
加
で

取
り
組
む
よ
う
計
画
見
直
し

求
め
た
が
、
改
め
て
運
転
中

止
を
含
め
、
検
討
し
て
は
。

町
長
　
稼
働
後
三
年
間
、
保

証
期
間
四
年
目
か
ら
組
合
の

責
任
と
な
る
。
本
町
の
負
担

金
は
前
年
度
よ
り
二
千
八
百

二
十
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
構
成
市
町
村
と
共
に

注
視
す
る
。

幅
田
　
同
和
対
策
特
別
法
は

二
〇
〇
二
年
失
効
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
関
係
者
の
努
力
で

生
活
環
境
、
実
態
大
幅
改
善
、

国
民
融
合
進
ん
で
い
る
が
本

町
の
場
合
は
ど
う
か
、
住
宅

改
築
資
金
滞
納
解
決
、
一
般

行
政
移
行
さ
せ
る
考
え
は
。

町
長
　
住
環
境
整
備
約
五
億

三
千
万
円
、
産
業
基
盤
、
雇

用
対
策
八
億
八
千
万
円
、
ハ

ー
ド
面
で
周
辺
格
差
は
な
く

な
っ
た
が
心
理
的
差
別
は
根

強
い
。
住
宅
貸
付
百
六
十
七

件
、
約
四
億
一
千
万
円
が
投

入
さ
れ
、
未
納
者
は
十
三
人
、

約
三
千
三
百
万
円
が
残
っ
て

お
り
、
償
還
対
策
委
員
会
で

対
応
し
て
い
る
。

幅
田
　
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
は
大
型
規
模
農
家
だ
け
支
援
し
、
そ
れ
以
外
は
対
象
と
し
な
い
も
の
。
畜
産
、
酪
農
も
エ
サ
代
暴
騰
で
苦
境
に
あ
る
。
安
全
な
食
糧
、
町
農
業
守
る
た
め
の
施
策
は
。

町
長
　
担
い
手
、
集
落
営
農
、
認
定
農
家
創
出
。
飼
料
自
給
向
上
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
で
対
応
。



財
政
状
況
を
勘
案
し
て
検
討
を
進
め
る

妊
婦
無
料
健
診
の
回
数
増

財
政
状
況
を
勘
案
し
て
検
討
を
進
め
る

妊
婦
無
料
健
診
の
回
数
増
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遠
藤
　
公
費
に
よ
る
妊
婦
の

無
料
健
診
の
回
数
は
、
平
成

十
六
年
度
全

国
平
均
で
二
・

一
四
回
で
あ

る
。
費
用
は

地
方
交
付
税

措
置
だ
が
、

こ
れ
ま
で
国

の
予
算
に
計

上
さ
れ
て
き

た
妊
婦
健
診

費
用
の
助
成

は
、
お
お
む

ね
二
回
分
と

し
て
、
一
三

〇
億
円
が
財

政
措
置
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
が
平

成
一
九
年
度

に
は
、
公
明

党
が
主
張
し

て
き
た
少
子

化
対
策
に
対

す
る
財
政
措
置
の
拡
充
に
伴

い
、
子
育
て
支
援
事
業
と
合

わ
せ
て
約
七
〇
〇
億
円
に
な

る
。

　
妊
婦
健
康
診
査
は
、
厚
生

労
働
省
の
通
知
に
よ
る
と
妊

婦
初
期
か
ら
分
娩
ま
で
十
四

回
程
度
の
受
診
が
望
ま
し
い

回
数
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る

が
、
公
費
に
よ
る
無
料
健
診

は
お
お
む
ね
二
回
程
度
で
、

伯
耆
町
に
お
い
て
も
前
期
一

回
、
後
期
一
回
の
助
成
が
行

わ
れ
て
い
る
。

��

　
健
診
の
費
用
は
、
一
回
約

五
千
円
、
血
液
検
査
を
伴
う

と
、
一
万
か
ら
一
万
五
千
円

程
度
か
か
る
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

無
料
と
な
る
二
回
分
を
除
い

て
も
自
己
負
担
の
総
額
は
、

一
人
あ
た
り
平
均
、
約
十
二

万
円
で
、
若
い
世
帯
の
負
担

感
は
、
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
平
成

十
九
年
度
は
、
地
方
交
付
税

の
配
分
額
が
倍
増
さ
れ
、
市

町
村
が
実
施
す
る
少
子
化
対

策
事
業
の
財
源
は
強
化
さ
れ

て
い
る
。
本
町
に
お
け
る
健

診
費
用
の
、
助
成
充
実
に
つ

い
て
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長
　
現
在
、
本
町
の
妊
婦

健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
妊

娠
十
九
週
以
前
の
前
期
に
一

回
、
二
十
週
以
降
の
後
期
に

一
回
、
合
計
二
回
の
健
診
の

ほ
か
、
三
十
五
歳
以
上
の
妊

婦
を
対
象
に
し
た
超
音
波
検

査
や
多
胎
妊
婦
に
対
す
る
健

診
な
ど
を
公
費
負
担
に
よ
り

実
施
し
て
い
る
。

　
公
費
負
担
の
健
診
回
数
の

増
に
つ
い
て
は
、
県
や
医
師

会
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、

他
町
村
と
連
携
を
図
り
、
財

政
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
く
。

遠
藤
　
秋
田
県
で
は
県
内
自

治
体
の
平
均
回
数
が
八
・
一

六
回
、
香
川
県
で
は
四
・
一

一
回
、
富
山
県
で
は
四
・
〇

〇
回
な
ど
、
国
の
助
成
を
上

回
っ
て
実
施
し
て
い
る
市
町

村
も
少
な
く
な
い
。
妊
娠
中

と
い
う
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
も
あ
り
、
健
診
に
一
回

い
け
ば
、
五
、
六
千
円
と
い

う
お
金
も
か
か
る
。
行
政
か

ら
の
助
成
は
若
い
世
帯
に
と

っ
て
、
本
当
に
助
か
る
と
思

う
。
特
に
、
後
期
と
い
う
の

は
、
妊
娠
中
毒
症
な
ど
病
気

が
で
て
く
る
可
能
性
も
高
い

の
で
、
助
成
の
回
数
を
増
や

す
よ
う
要
望
し
て
お
く
。

遠藤　俊寛

自
己
負
担
十
二
万
円


